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▪�太陽生命は、創業132年の歴史の中で、常にお客さま一人ひとりに寄り添い、価値と安心をお届けすることを使
命として歩んでまいりました。私たちは、社会において「必要とされ、愛される存在」であり続けるために、伝統を
守りながらも、時代の変化に果敢に挑戦し、新たな価値の創造に取り組んでいます。

▪�2025年度、当社は「生産性の向上による収益力の強化�～お客さまの元気・長生きを支える会社～」という経
営方針のもと、AI技術を活用したDXの推進や、支社ライフカウンセラー職による営業支援活動の推進などを
通じて、企業価値の向上を目指しています。

▪�その根底にあるのが、ダイバーシティ＆インクルージョン（D&I）の推進です。私たちは、「多様な人材がお互いを
認め合い、一体感をもってすべての人が元気で挑戦し続けられる会社を目指す」という方針のもと、性別・年齢・
国籍・障がいの有無・ライフスタイルなどの違いを尊重し、誰もが自分らしく働ける職場環境の構築に取り組ん
でいます。

▪�女性の活躍推進では、育児・介護との両立支援制度の充実や、若手から管理職層まで体系的なキャリア形成支
援を行い、現在では管理職の約4.1人に１人が女性となっています。また、シニア層の活躍支援として、65歳
定年制や最長70歳までの継続雇用制度を導入し、年齢に関わらず意欲ある社員が活躍できる環境を整える
など、多様な人材が能力を発揮できる、開かれた企業風土の醸成を進めています。

▪�このように、私たちは社員一人ひとりが「One�Team」として、互いを認め合い、尊重し合い、支え合うことで、信
頼と協力に満ちた職場づくりを目指しています。D&Iの推進は、社員の働きがいを高めるだけでなく、企業の持
続的成長と社会課題の解決にもつながると確信しています。

▪�これからも太陽生命は、Ｄ＆Ｉを積極的に推進し、すべての人の「元気・長生き」を支える企業として、社会に新たな
価値を提供し続けてまいります。

2025年9月

D&Iの推進を力に、すべてのお客さまへ価値と安心を

TOP MESSAGE

代表取締役社長　田村泰朗
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経営理念・経営ビジョン

T&D保険グループ経営理念

Try&Discover（挑戦と発見）による価値の創造を通じて、
人と社会に貢献するグループを目指します。

太陽生命の経営ビジョン
◦わたしたちは、高品質の商品とサービスを通して、お客様に必要とされ、愛される会社を目指します。

◦わたしたちは、お客様への感謝の気持ちと、仕事への誇りを大切にします。

◦わたしたちは、広く社会に役立ち、確かな未来に貢献できる会社を目指します。

2025年度経営方針

生産性の向上による収益力強化
～一人ひとりのお客さまの元気・長生きを支える会社～
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ダイバーシティ＆インクルージョン（D&I）推進方針

“だれでも、どこでも、いつでも、そして…いつまでも”

多様な人材がお互いを認め合い、一体感をもって
すべての人が元気で挑戦し続けられる会社を目指します。

だれでも………職種、性別、世代、障がいの有無、国籍などにとらわれず

どこでも………勤務地（本社・支社）、リモートワークにかかわらず

いつでも………育児・介護休業中、復職者、短時間勤務などにかかわらず

いつまでも……すべての人が持続的に成長できる

D
D
I
I D&Iの推進

価値観

障がい者の
活躍支援

両立支援
働き方

女性の
活躍推進

意識
改革

シニア層の
活躍推進

お互いを
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組織風土
の醸成
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地球環境保全・気候変動の
緩和と適応への貢献

重点テーマ❸

多様な人材が活躍できる
環境づくり

重点テーマ❷

健康で豊かな暮らしの実現
重点テーマ❶

重点テーマ❹

投資を通じた持続可能な
社会への貢献

T&D保険グループの
サステナビリティ重点テーマ
T&D保険グループでは、事業との関連が大き
い社会的課題の優先度を確認し、重点的に取
り組む「グループサステナビリティ重点テー
マ」を４つ設定しています。

T&D保険グループ　経営理念

T&D保険グループでは、「Try & Discover
（挑戦と発見）による価値の創造を通じて、人と
社会に貢献するグループを目指します。」を経
営理念としています。

太陽生命の経営ビジョン

太陽生命では、今後の成長の礎として「お客様」「従業員」「社会」
のそれぞれの視点から、企業として目指す方向性を明確にして
います。

太陽の元気プロジェクト

「人生100歳時代」を見据え、「健康寿命の延伸」すな
わち“元気に長生きする”という社会的課題に応えるた
め、「太陽の元気プロジェクト」を推進しています。

サステナブルな 
社会の実現

共有価値の創造

太陽生命の経営ビジョン
<お客様の視点>
わたしたちは、高品質の商品とサービスを通して、
お客様に必要とされ、愛される会社を目指します。

＜従業員の視点＞
わたしたちは、お客様への感謝の気持ちと、
仕事への誇りを大切にします。

<社会の視点>
わたしたちは、広く社会に役立ち、
確かな未来に貢献できる会社を目指します。

● 脱炭素社会実現に向けた取組み
●  持続可能な社会実現に向けた資産運用
● 地域・社会、環境への貢献
●  元気・長生き・シニアを応援する 
企業ブランドイメージの向上

●  DX活用によるハイブリッド型営業の推進
●  お客様の元気に資する 
商品・サービスの開発

●  顧客サービスの基盤充実・活用

● 本支社の生産性向上
● 良好な職場環境の構築
● 人材投資の充実
● 健康経営の推進
●  ワーク・ライフ・ 
バランスの充実

●  ダイバーシティ& 
インクルージョンの推進

造
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太陽生命のサステナビリティ経営
　太陽生命は、1893年（明治26年）の創業以来、いつの時代もご家庭に寄り添う生命保険会社として事業を展開してまいりました。
　そして、「人生100歳時代」を迎えたいま、太陽生命は「元気、長生き」を応援する全社横断的なプロジェクト「太陽の元気プロジェクト」を推進しています。
　すべての人の健康と福祉の充実に寄与する商品・サービスの提供など、事業を通じて「経済的価値の創造（企業にとっての価値創造）」と「社会的価値の創造

（社会にとっての価値創造）」の双方を創出する「共有価値の創造」により、サステナブルな社会の実現に貢献してまいります。
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2025年
子の看護等休暇
（対象者の範囲、取得事由、取得可能日数）の拡大
孫休暇の新設

2024年　人材開発室の新設
一般職の活躍の場を広げ職種・職務定義を変更

2023年　ダイバーシティ推進室の新設
ダイバーシティ＆インクルージョン推進方針策定

2020年　在宅勤務およびサテライトオフィス勤務制度の導入
2018年　初の女性取締役誕生　
2017年　こども手当・男性育休特別休暇（10日）の新設

定年退職の年齢を65歳に延長

2016年　太陽の元気プロジェクト/
WLB推進協議会発足

2015年　男性育休取得率100%

2007年　エリア総合職への転換制度開始

2007年
女性管理職比率

12.5％

2030年
女性管理職比率
30％以上（目標値）

2025年
女性管理職比率

24.2％
2017年

女性管理職比率
19.1％

2027年
女性管理職比率
25％以上（目標値）

2015年
女性管理職比率

18.8％

多様な人材が活躍できる組織風土の醸成に取り組んでいます。

ダイバーシティ＆インクルージョン推進への“これまで”と“これから”

※女性管理職比率は女性活躍推進法における管理職は課長級以上を対象としていますが、当社グループでは、女性経営幹部の計画的、段階的な育成に向けて、初級管理職層を含めた数値を算出しています。
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女性管理職比率 女性役員比率

6

女性の活躍推進

女性の活躍推進に向けて、「積極的な管理職育成と登用」「仕事と育児の両立支援」「意識改革」を中心に取り組んでいます。

D&Iの推進を通じて、女性管理職の登用を積極的に進
めています。キャリア形成機会の提供や意識改革、仕
事と生活の両立支援制度の充実など多面的な取組み
を継続しています。その結果、2025年4月現在、管理
職の約4.1人に1人が女性となりました。今後も女性が
安心してキャリアを継続し、リーダーとして活躍できる
環境づくりをさらに加速してまいります。

女性が子育てをしながらキャリアを継続できるよう、
育児休業中の内務員が任意で参加できる「育休中セミ
ナー」や、復帰後には「育休復帰後研修」を実施し、女性
が長期的に活躍できる職場環境づくりを進めています。
また、性別を問わず育児中の内務員が参加できる交流会
「パパママcafé」を実施し、育児に関する悩みや工夫を
共有し、互いの理解とつながりを深めることで、女性が
安心して働き続けられる環境を目指しています。

女性が自律的にキャリアを築き、長期的に活躍できる環
境づくりを進めています。職位別・階層別研修に加え、オ
ンライン学習ツールの提供やビジネススクールへの派遣
など、多様な学びの機会を整備しています。自らの成長
を主体的に選択できる仕組みを通じて、女性が管理職や
専門職として挑戦し続けられる風土を醸成しています。

2018年6月に初の女性取締役が誕生しています。

2023年4月にダイバーシティ推進室（現、ダイバーシ
ティ推進課）を新設し、女性の活躍・ワークライフバラン
ス・障がい者雇用の推進に向けて取り組んでいます。

女性管理職の登用

仕事と育児の両立支援自律的なキャリア形成支援

女性取締役

ダイバーシティ推進室の新設

※女性管理職比率は女性活躍推進法における管理職は課長級以上を対象としていますが、当社グループでは、女性経営幹部の計画的、段階的な育成に向けて、初級管理職層を含めた数値を算出しています。

2030年30％以上に向け、まずは、2027年25%以上を目指します。

2007年4月 2030年2027年2025年4月 7.7％
2025年4月

（2名/26名）（目標値） （目標値）
12.5％ 30％以上25％以上24.2％
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経営層経営層

上級管理職上級管理職

初級管理職初級管理職

管理職候補者管理職候補者

●計画的な本支社ローテーション
●オンライン学習ツール提供
●ビジネススクール派遣
●社内外人材交流

●計画的な本支社ローテーション
●オンライン学習ツール提供
●ビジネススクール派遣
●社内外人材交流

●上級管理職育成プログラム
●メンター制度
●上級管理職育成プログラム
●メンター制度

●初級管理職育成プログラム●初級管理職育成プログラム

上級管理職育成

候補者育成

初級管理職育成

　
　

●女性管理職候補者研修
●年次別研修
●社内留学プログラム　
　「わたしチャレンジ」

＋

7

女性の活躍推進

キャリア形成支援

女性管理職の育成を目的に、体系的な教育機会を提供して
います。女性役員による講話やロールモデルとパネルディス
カッション、部長による各部署の戦略等に関する研修、社外
講師研修などを通じて、キャリア形成を支援しています。さら
に、管理職同士の交流を促進するため、働き方の共有等を目
的とした月例ランチ会も実施しています。

女性管理職・女性管理職候補者研修

計画的な本支社ローテーション
本支社間ジョブローテーションを通じて、支社や本社のさま
ざまな部門の多岐にわたる業務を経験することができます。
さまざまな部署や仕事を通して、それぞれの支社長・部長・
課長などの仕事の考え方、進め方を学ぶことができます。
また、業務内容や人間関係も変わるため、常に新鮮な気持
ちで仕事に挑むことができます。

女性内務員の成長と挑戦意欲を高め、キャリア形成への
意識を醸成するため、社内留学プログラムを導入していま
す。異なる部署で新たな視点やスキルを習得し、人的ネット
ワークを拡大する機会を提供しています。多様な視点を取
り入れることで、将来の管理職として活躍できる人材育成
を目指しています。

社内留学プログラム「わたしチャレンジ」

メンター制度

新任女性管理職のキャリア形成、成長を支援するためにメ
ンター制度を実施しています。管理職として豊富な経験を
持つ直属の上司以外の部長がメンターとなり、キャリア形
成やリーダーシップ発揮に関するアドバイスを行っていま
す。

◦�自分のライフステージの変化に伴う仕事との両立に不安が
ありましたが、同時期に管理職になった方々と知り合う機会
があり、とても良かった。気持ちを新たに前向きに頑張って
いきたいと思いました。

◦�弱みを克服するのではなく、強みを活かすというお話がとて
も新鮮で、大きな励みになりました。自分の強みである対話
を大事にしながら、業務の生産性を上げていこうと思いま
す。

◦�管理職になり、不安に思うこともありましたが、本日の研修
で具体的なヒントを得てモチベーションが向上しました。今
日からできることはすぐに取り組もうと思いました。

◦�チームで仕事を進める為には周りの協力がとても大事で、
その際のメンバーへの伝え方が非常に重要だと気付けまし
た。人への伝え方を学びつつ、継続して実践していきたいと
思います。

受講者からの 声
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女性の継続就業を支援するためにもスマートワークの実現を通じて両立支援制度の拡充に取り組んでいます。

　従業員がより働きやすい職場環境を実現するため、
法令を上回る育児・介護・傷病との両立支援制度を整備
しています。

　育児との両立では、短時間勤務制度を子が小学校6
年生を修了するまで利用可能としています。また、
2025年4月より子の看護等休暇を子の人数にかかわ
らず一律10日間取得可能とするほか、全日数を給与全
額支給としています。さらに、育児休暇の拡充として
「育児参加のための休暇（特別休暇）※」を20日間付与
し、4回まで分割して取得可能としています。

　介護との両立については、介護休業を最長3年間取
得可能です。また、介護休暇を対象家族の人数にかか
わらず年間30日、10分単位で取得することができま
す。

　傷病との両立についても、通院休暇の取得対象範囲
を産前産後に加え、不妊治療やがん等の疾病でも取得
可能としており、2024年10月からは新型コロナウイ
ルス感染症後遺症を新たに対象としました。通院休暇
についても、10分単位での取得を可能としています。

　こうした取組みの結果、子育てサポート企業として
「プラチナくるみん」の認定を2015年より継続して取
得しています。
※「育児参加のための休暇」とは、配偶者が出産し、子が3歳に
達するまでの間、育児休業を通算して20日間いつでも取得
することができ、かつ、当該休暇について給与を支給する制
度です。

「プラチナくるみん」とは、子育てサポート企業として「くるみん認定」を取得した企業のうち、より
高い水準の取組みを行った企業が認定される制度です。
当社では、短時間勤務制度をはじめとした、育児・介護を支援する人事制度の積極的な活用に加
え、早帰り施策の継続的な取組みや有給休暇取得促進、配偶者の出産に伴う男性育休の取得推進
など、さまざまな両立支援の取組みが評価され、2015年より「プラチナくるみん」の認定を取得し
ています。

（2015年より）

プラチナ
くるみん10年
連続取得！

両立支援

働きやすい職場環境の実現

内務員の各種制度

TOPICS

入
社

結
婚

妊
娠

出
産

育
児

介
護

傷
病

出産予定日の
6週間前

出産後
8週間

子が
満3歳まで

ファミリー転勤制度

出産祝金 子の看護等休暇

短時間勤務制度（妊娠中～子が小学校卒業まで）

育児休業者職場復帰支援プログラム

産前・産後休暇 育児休業 介護休業

短時間勤務制度

介護休暇

通院休暇

週3日、週4日勤務制度

積立傷病休暇

子が小学校
入学3年生
の3月まで

子が小学校
卒業まで
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両立支援

　太陽生命では法令を上回る育児支援制度を導入しています。
　育児に関する休業・休暇制度や短時間勤務制度の充実に加え、早帰り施策の継続
的な実施や有給休暇の取得促進などの取組みが評価され、2015年から10年連続で
「プラチナくるみん」の認定を取得しています。

育児との両立 介護との両立

傷病との両立
　太陽生命では、病気やけがで仕事を長期間休まなければな
らなくなっても、安心して治療を受けることができる環境が
整っています。さらには、「治療に専念して仕事を休む制度」に
加えて、傷病の治療をしながら働き続けることを支援する「通
院休暇」「短時間勤務制度」「勤務日数短縮制度（週3日、週4日
勤務制度）」を導入しています。

　太陽生命では法令を大幅に上回る日数の介護休業を取得することができます。
　また、10分単位で取得が可能な「介護休暇」や「短時間勤務制度」「勤務日数短縮
制度（週3日、週4日勤務制度）」など、家族の介護をしながら働き続けることを支援
する制度が充実しています。

育児休業

男性育休

太陽生命

特別休暇（給与全額支給）を
最大20日間取得可能
男性育休取得率は

2015年から10年連続100％

子が小学校を卒業するまで
子1人につき２回まで取得可能

子が小学校6年生を修了するまで
10分単位で取得可能

最長で子が3歳になるまで

法令

賃金支払いの義務なし
2021年度男性育休取得率

13.97％（※）

子が3歳になるまで

子が小学校3年生を
修了するまで

原則、子が１歳になるまで

短時間
勤務制度

子の看護等
休暇

※ 厚生労働省「雇用均等基本調査」より

+２年

＋９年

+３年

給与全額
支給

介護休業

介護休暇

勤務日数
短縮制度

太陽生命

最長で3年間

年間30日
10分単位で取得可能

介護に必要な期間
利用可能

法令

93日間

年間5日

制度化の義務なし

+約２年9ヵ月

+25日

「介護しながら
働き続ける」を
支援

法令

制度化の義務なし

制度化の義務なし

妊娠中・産後の健診でのみ取得可能

傷病欠勤

傷病休職

通院休暇

短時間
勤務制度
勤務日数
短縮制度

制度化の義務なし

制度化の義務なし

太陽生命

「仕事を休んで
治療に専念」を
支援

「治療をしながら
働き続ける」を
支援

勤続年数に応じ、4ヵ月～1年4ヵ月
（給与は1日につき1/100控除される）

勤続年数に応じ、8ヵ月～２年6ヵ月
（給与は2/3控除される）

「がん」「心血管疾患」「脳血管疾患」治療・
不妊治療等のためにも取得可能

10分単位で取得可能

最長3年間

最長6ヵ月間
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スマートワークの実現（働き方改革）

女性の継続就業を支援するためにもスマートワークの実現を通じて働き方改革に取り組んでいます。
スマートワークを実現するためには「仕事の質の向上」と「ワークライフバランスの充実」が必要であり、そのための一歩として、これまで短時間
勤務や有給休暇の取得促進等に向けた各種取組みを行ってきました。今後も、こうした成果を積み重ね、従業員一人ひとりがスマートワークを実
現することで、従業員の仕事が「作業の仕事」から「知恵の仕事」となるよう業務改革を進めていきます。

◦�2020年5月より働き方改革の一環として導入し
ています。

◦�在宅勤務が可能となったことで、ワークライフバ
ランスの充実にもつながり、育児中の従業員な
どが働きやすくなり、多様な人材が活躍できる
環境が広がりました。

◦�あわせて、残業時間の削減への取組みにもつな
がっています。

在宅勤務・サテライトオフィス勤務制度の導入 年次有給休暇の平均取得日数（2024年度）

15.3日

内務員全体

3.2時間

＜長時間労働是正のための取組内容＞
◦�毎月、総労働時間目標を設定し、所属ご
とにミーティングを実施
◦�年次有給休暇の年間目標（16日以上）
を設定し、進捗管理を実施
◦�男性育休の取得率100％および平均取
得日数の増加（1ヵ月取得の推進）

◦�在宅勤務・サテライトオフィス勤務制度の
活用

◦�人事総務部にて、当月の総労働時間見込
みを管理。必要に応じて各所属へ注意喚
起を実施

1ヵ月当たりの平均残業時間（2024年度）
配偶者の転勤に伴い、現所属への通勤が不可能
となった内務員より希望があった場合は、転居
先からの通勤可能な所属への異動を検討、可能
な場合は異動を実施しています。

「健康経営優良法人2025（ホワイト500）に９年連続で認定」
経済産業省が主催する「健康経営優良法人認定制度」における大規模法人部門
において、９年連続で「健康経営優良法人（ホワイト５００）」に認定されました。

ファミリー転勤制度
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お互いを認め合う組織風土の醸成

互いを尊重し認め合う文化を育み、多様な価値観を力に変え、誰もが活躍できる職場づくりを進めています。

　男性従業員の育休取得率は、10年連続で100％となっています。
　男性従業員がより一層育児に参加しやすい環境を整備するため、2022年10月より、これまで
10日だった「育児参加のための休暇」（特別休暇）を20日に拡大し、約1ヵ月の長期休暇を取得で
きる運用体制としています。

家族の成長を実感
　2024年9月に次女が誕生し、10月と12月、1週間
ずつ育児休暇を取得させていただきました。たった
2週間ですが、長女の世話と並行しての育児がどれ
だけ大変か身をもって経験しました。6年前は赤ん坊
だった長女も、今では次女のお世話をしたりなど、次
女の育児を通じて長女の成長も実感できています。
普段はなかなか育児に専念できませんが、会社から
このような休暇を取らせていただき、大変感謝してい
ます。これからも家族の絆を大切に、会社へ貢献した
いと思います。

かけがえのない宝物
　今回、3人目の育児休業を取得させていただきま
したが、これまであまり見届けられなかった子どもの
成長（新生児微笑やハンドリガードがたくさん見られ
た！）を間近で感じることができました。家族と過ごし
た時間は、かけがえのない宝物になりました。一方で
育児の大変さ（特に“背中スイッチ”！）を改めて実感
し、日々奮闘する妻の気持ちに深く共感することがで
きました。これからも妻への感謝の気持ちを忘れず、
家族との時間をより一層大切にしていきます。育休
中に業務を支えてくださった職場の皆さんには、大変
感謝しております。子育てに取り組む方々を応援しつ
つ、仕事にもより一層励んでまいります。

男性育休取得率

IKUMEN IKUMEN

　ダイバーシティ推進には、組織を運
営する管理職層の理解と意識改革が
不可欠な要素です。今年度は、多様な
人材がさらに力を発揮できる組織風土
の醸成を目的に、管理職に加え全内務
員を対象としたアンコンシャスバイアス
（無意識の偏見）に関する研修を実施
し、意識の変容を促しています。

アンコンシャスバイアス研修

100％

2015年より

10年連続

水戸支社長
江藤　飛鳥

システム開発一部　新契約システム課
辻岡　寛陽

配偶者のコメント
　育児休暇中は率先して家事・育児に取り組んでくれて、とても助かりま
した。
　生後しばらくは夜泣きがひどく、睡眠時間も満足に取れていませんで
したが、主人のサポートに感謝です。

配偶者のコメント
　お風呂、ミルク、おむつ替え、寝かしつけなど、たくさんの育児を担ってくれま
した。さらに、夏休み中の上の子たちの世話や食事作りもしてくれて、本当に助
かりました。育休を通して、家族との思い出や絆を深めることができ、幸せな時間
を過ごすことができました。心から感謝しております。ありがとうございました。

　「良好な職場環境の構築」に関する
様々なテーマで毎月意見交換を行い、
所属内のコミュニケーションの活性
化を推進しています。さらに、定期的に
「職場環境に関するアンケート」を実施
し、現状把握と課題抽出を行うことで、
改善に向けた具体的な取組みを進めて
います。

良好な職場環境の構築に向けた取組
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シニア層の活躍推進 障がい者の活躍支援

新入社員から65歳の従業員まで同じ環境の中で高い意欲を持ち続
けながら働ける職場づくりを進めています。

多様な人材が活躍できる職場づくりにも取り組んでおり、その一つ
として、障がいのある方々の雇用を積極的に進めています。

●外部講師による各種研修
◦ライフキャリアデザイン
◦マネープラン　など

●配属先での早期活躍に向けたフォロー研修

●学習機会の提供
◦ITパスポート資格取得
◦オンライン学習ツール
Udemy�Business

　65歳まで継続して能力を発揮し第一線で活躍できるよう、役割発揮に向けた挑戦意欲の
向上、動機づけを目的としたマインドセットやスキルの習得に向けた支援体制を整備してい
ます。

シニア層向け研修

＜６５歳定年制度の導入＞
　太陽生命では、2017年4月、生命保険業界のみならず金融機関全体でも初めてとなる定
年を65歳まで延長する制度を導入しました。あわせて、65歳以降も最長70歳まで働ける
継続雇用制度も導入しました。
　これまでも60歳定年後、最長65歳まで継続して勤務できる制度を導入していましたが、今
まで以上に従業員がより元気で長く、意欲をもって働ける会社になりました。

＜評価基準の見直し＞
　2020年4月より、65歳定年制度を確実に運用し、これまで以上に若手からシニアまで年齢
に関わらず能力を発揮し、管理職として活躍できる環境を構築するため、評価基準をより明確
に刷新するとともに、より成果に応じた処遇を実現できる人事制度を導入しています。

人事制度改定

　この制度が評価され、人材領域で優れた新しい取組みを積極的に
行っている企業を表彰する「第８回日本HRチャレンジ大賞」（主催：「日本
HRチャレンジ大賞」実行委員会、後援：厚生労働省、東洋経済新報社、ビ
ジネスパブリッシング、HR総研（ProFuture））において、金融機関で初
めて『イノベーション賞』を受賞＊しました。
＊「日本HRチャレンジ大賞」で『イノベーション賞』を受賞するのは、金融機関におい
て初となります（「日本HRチャレンジ大賞」事務局調べ（2019年5月末時点））。

※�一般社団法人日本ユニバーサルマナー協会主催の「ユニ
バーサルマナーアワード2017」において、超高齢社会の到
来に向けた特に優れた取組事例として高く評価され「ユニ
バーサルマナーアワード」および「審査員賞」を受賞しました。

　太陽生命では、障がい者の雇用を積極的に行っており、
2025年6月1日時点での障がい者雇用率は2.51％となって
います（法定雇用率2.5％）。
　だれもが働きやすい職場環境を整えるために、例えば視覚
障がいのある従業員に対しては、音声対応パソコンを付与す
るなど、個々の状況に対応しています。

障がい者の活躍

　太陽生命では、『人権の尊重』について、「T＆D保険グループCSR憲章」「太陽生命コンプ
ライアンス行動規範」に明記するとともに『人権教育プログラム』を毎年度策定し、１年を通
じて、さまざまな人権問題を取り上げて、その啓発に取り組んでいます。社内では、障害者
差別解消法の施行（２０１６年４月）に伴い、各種研修やE-ラーニング等を実施しています。

障がい者理解

　シニアや障がいのあるお客様への対応力を高めていくために「ユニバーサルマナー検
定」を全社に導入しています。2016年7月には、本社および全国の支社役職員が「ユニバー
サルマナー検定3級」を受講し、講義・グループワークの他、視覚・聴覚障がいのある方との
コミュニケーションを理解するための実技研修を体験しており、今後も継続して研修を実施
していきます。

ユニバーサルマナー検定

ユニバーサルマナー
検定3級認定証

2.51％

障がい者雇用率

（2025年6月1日時点）

ユニバーサルマナー
検定資格取得率

（2025年9月１日時点）
89.1％
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役員メッセージ

人材開発室　ダイバーシティ推進課

　太陽生命は、1893年の創業以来、いつの時代もお客さまに寄り添う生命保険会社として事業を展開してまいりました。2016年６月からは、
「人生100歳時代」を見据え、“健康寿命の延伸”、すなわち「元気に長生きする」という社会的課題に応えるため「太陽の元気プロジェクト」を
開始し、「従業員」が元気になり、「お客様」に元気になっていただき、そして「社会」の元気に貢献するため、さまざまな施策を推進しています。

　その基盤となるのが、ダイバーシティ＆インクルージョン（D&I）の推進です。
　2023年10月に策定した「D&I推進方針」のもと、多様なバックグラウンド、経験、視点を持つ人材がお互いを認め合い、一体感をもって「元気」
に挑戦し続け、すべての人が安心して活躍できる環境づくりを進めています。女性の管理職登用、育児・介護との両立支援、スマートワークの
推進、障がい者やシニア層の活躍支援、アンコンシャスバイアス研修など、制度と文化の両面から取組みを強化しています。

　今後も、こうした取組みを積み重ね、長期間にわたりお客さまから信頼され安心いただけるサービスをお届けできるよう、改革・改善に取り組ん
でまいります。

　太陽生命は、伝統を守りながら時代の変化を先取りし、お客さまから「必要とされ、愛される存在」
であり続けます。全員が「One�Team」となり、多様性を力に変えて挑戦し続ける―その先に、
太陽生命の持続的な成長と、社会への価値創造があります。これからも、D&I推進を加速させ、
誰もが元気に挑戦し、一体感を持って働ける職場を築いてまいります。

執行役員
勝島　明美

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進により
誰もが元気に挑戦し、一体感を持って働ける職場を築き上げる
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